
■開催概要

★次回レース予定
●シリーズ名称	：	 2026鈴鹿サンデーロードレース第2戦
●開催日	 ：	 2026年6月6日（土）・7日（日）
●会場	 ：	 鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●開催クラス	 ：	 インターJSB1000、インター／ナショナルST1000・J-GP3・ST600・JP-SPORT、CBR250R/CBR250RR Dream Cup

●シリーズ名称	 ：	 2026鈴鹿サンデーロードレース第1戦
●主催	 ：	 ホンダモビリティランド株式会社 鈴鹿サーキット
●会場	 ：	 鈴鹿サーキット フルコース（5.821km）
●参加台数	 ：	 総参加台数／220台
	 	 CBR250R Dream Cup........................................................................................... 31台
	 	 CBR250RR Dream Cup........................................................................................ 28台
	 	 インターJP-SPORT....................................................................................................5台
	 	 ナショナルJP-SPORT............................................................................................. 18台
	 	 インターJ-GP3..........................7台（内、HRC NSF250R Challenge………1台）
	 	 ナショナルJ-GP3...................12台（内、HRC NSF250R Challenge………5台）
	 	 インターJSB1000................................................................................................... 16台
	 	 ナショナルST600.................................................................................................... 43台
	 	 インターST1000..................................................................................................... 24台
	 	 インターST600........................................................................................................ 14台
	 	 ナショナルST1000................................................................................................. 21台
●開催日	 :	 2026年4月25日（土）・26日（日）
●天候／路面	 :	 4月25日（土）／晴れ・ドライ、26（日）／晴れ・ドライ           

2 DAYS大会の今回も25日（土）にはCBR250R/250RR Dream Cupの決勝レースが行われた。写真はCBR250R Dream Cupの決勝スターティンググリッド
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路面改修も完了、設備もさらに充実した鈴鹿サーキットで
2026年シーズンの鈴鹿サンデーロードレースが開幕！

全日本ロードレース選手権、あるいはその先へとつながる競技志向の強い2輪レースシリーズ、鈴鹿サンデーロード
レース。2026年シーズン初の2輪レースイベントとして4月25日（土）・26日（日）に第1戦が開催され、その2026年シーズ
ンが開幕した。

舞台は2025年の東コース改修に続き、2026年のシーズンINを目前に西コースエリアも路面張り替え工事が行われ、
安全性が向上したフルコース。改修後初めてコースを走った今大会のエントラントからは、「舗装が新しくなったばかり
でまだ滑りやすいけれど、今後はグリップの向上が見込める。タイムが出そう。楽しみ！」や「新しい路面を走るのは気分
が良いし、楽しい！」といった声が聞かれた。また、ポディウムのバックパネルがLEDビジョンに刷新され、観戦する皆様に
とっても快適な環境が整った。

この鈴鹿サンデーロードレースはステップアップを目指すビギナーや若手ライダー、継続してレースを楽しむベテラ
ン、全日本選手権や海外レースの出場経験者、逆に海外からのチャレンジャーなど、幅広い層が集い、一緒になってし
のぎを削るシリーズとして知られている。開幕戦の今回も小排気量カテゴリーを中心に、そこかしこで激しく順位を争う
姿が見られた。中でもワンメイクレースのCBR250R Dream Cup、今シーズンからクラス名が改められたJP-SPORTの各
レースではファイナルラップの最終コーナー立ち上がりまでひと時も目が離せないバトルが展開された。

次回第2戦は6月6日（土）・7日（日）に開催される。次戦も今回同様、全カテゴリーの公式予選とCBR250R/CBR250RR 
Dream Cupの決勝レースが初日の土曜日に行われ、翌日の日曜日にその2カテゴリー以外の決勝レースが行われる予
定だ。2日間に渡り、熱く激しい戦いが繰り広げられるであろう第2戦にも是非ご注目いただきたい。

ポディウムの背後に新設された迫力の大型LEDビジョン。レースイベントに応じて様々な映像を映し出すことが可能だ



レースレポート（1）
■CBR250R Dream Cup
今回の開幕戦で初の公式セッションとなったこのカテゴリーの公式予選では鎌苅絢音が2分42秒582のトップタイムをマーク。鎌苅を含む3番手ま

でが2分42秒台という接戦の予選となった。決勝レースではポールポジションからスタートした鎌苅と2番グリッドからスタートした澤琥士郎が横並
びの状態で1コーナーへ。澤がホールショットを奪う。鎌苅の背後に3番グリッドスタートの江嶋紗驚が続くが、その江嶋がデグナーカーブでトップに。
団子状態のオープニングラップを制したのは9番グリッドスタートの秀崎隆だった。それに8番グリッドスタートの入江高伸が続く。その後も秀崎、入
江らを中心とする9台ほどがトップグループを形成。終盤には林規夫が集団を引き離しにかかるが、再び接近戦になる。澤がトップでファイナルラップ
に突入したが、秀崎がトップチェッカーを受ける結果となった。

CBR250R Dream Cup表彰式（優勝：秀崎隆、2位：澤琥士郎、3位：林規夫）

CBR250R Dream Cupの決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://www.youtube.com/live/VaIJ_wiAksA?si=ClATMEO9tRJ5A1IE&t=19337
https://www.youtube.com/live/VaIJ_wiAksA?si=ClATMEO9tRJ5A1IE&t=19337


レースレポート（1）
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■CBR250RR Dream Cup
公式予選では藤田悠希が2分31秒886のトップタイムをマーク。これはそれまでの2分32秒415を大きく上回るコースレコードとなった。決勝レース

では2番グリッドからスタートした筒井伸がホールショットをゲット。それに3番グリッドスタートの福井宏至、ポールポジションスタートの藤田と続く。
すぐに福井が筒井をパス。オープニングラップのデグナーカーブ2つ目立ち上がりあたりまでに早くもその3台は集団を抜け出すことに成功する。ヘ
アピンで藤田がトップに。藤田、福井、筒井のオーダーでオープニングラップを終了すると、藤田は2周目には区間最速タイムをマークしながら単独
トップの座を築く。その後も藤田は安定した走りを披露。筒井も単独2番手の座を築き、さらにそこから若干離れ、福井が単独3番手となる。藤田がトッ
プチェッカー。最後に逆転した福井が2位入賞を果たした。

CBR250RR Dream Cup表彰式（優勝：藤田悠希、2位：福井宏至、3位：筒井伸）

CBR250RR Dream Cup決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（2）
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レースレポート（2）
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■インター／ナショナルJP-SPORT
女性ライダーの林夢乃が公式予選でまず2分29秒277をマークしてタイミングボードのトップに。上位陣が何度も順位を入れ替えた末、2分27秒

540を記録した船田俊希がポールポジションを獲得した。決勝レースでは2番グリッドからスタートした南博之が絶妙なクラッチミートを披露し、それ
に船田が続く。南と船田はヘアピンあたりまでに後続を引き離すことに成功するが、その2台がバトルを展開したことにより、再び後続が追いつく。船
田、南、中川空嶺、三浦雄一、林、中原美海のオーダーでオープニングラップを終了。2周目には船田が集団を抜け出し、レースをリード。若干離れて
南、中川、林、三浦が2番手グループを形成する。その中で林が積極的な走りを見せる。船田が2位以降に4秒354ものアドバンテージを築いてトップ
チェッカーを受けた。最後の最後で林をパスした南が総合2位となった。

インターJP-SPORT表彰式（優勝：船田俊希、2位：三浦雄一、3位：中原美海）

インター／ナショナルJP-SPORT決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（3）

https://www.youtube.com/live/KNUsXtlSX28?si=-GyZYHgXclQai8b5&t=1657


■インター／ナショナルJP SPORT

ナショナルJP-SPORT表彰式（優勝：南博之、2位：林夢乃、3位：神吉龍成）

ナショナルJP-SPORT車両銘柄賞表彰式（Honda賞：南博之、Kawasaki賞：神吉龍成、YAMAHA賞：中川空嶺、KTM賞：中尾正太）

レースレポート（3）
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■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge
コースレコードを更新すると宣言していた針尾大治郎が公式予選で2分21秒158をマーク。残念ながらレコード更新はならなかったが、見事ポー

ルポジションを獲得した。決勝レースでは4番グリッドからスタートした久原昂士が良いクラッチミートするが、その久原を針尾がパス。針尾はオープ
ニングラップ終了時点で2番手を走る中山結互以降に3秒326のアドバンテージを築くことに成功する。中山の背後を走るのはJACKSON 
MACDONALD。MACDONALDにミスがあったのか、2周目には中山が単独2番手に。MACDONALDも単独3番手となる。MACDONALD が3周目に中山
の背後に迫るとこれをパス。その2台は激しいバトルを展開する。そこに徐々に久原が接近。中山、MACDONALD、久原は周回ごとに順位を入れ替え
る。中山がファイナルラップのデグナーカーブで転倒。針尾、久原、MACDONALDのオーダーでチェッカーを受けた。

インターJ-GP3表彰式（優勝：針尾大治郎、2位：JACKSON MACDONALD、3位：岸田慶一）

インター／ナショナルJ-GP3決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（4）

https://www.youtube.com/live/KNUsXtlSX28?si=baxppmooxAitQu7v&t=5242


■インター／ナショナルJ-GP3・HRC NSF250R Challenge

ナショナルJ-GP3表彰式（優勝：久原昂士、2位：向田克章、3位：高橋慶志郎）

レースレポート（4）
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■インターJSB1000
公式予選ではまず杉山優輝がタイミングボードのトップに。杉山、久野光博、櫻山茂昇が激しく順位を入れ替えたが、杉山、櫻山、終盤に今回のベス

トを更新した荒川雅彦、久野の順で公式予選を終えた。唯一の2分11秒台となる2分11秒303をマークしてポールポジションを獲得した杉山が決勝
レースのスタートで早くも頭ひとつ抜け出す。杉山はオープニングラップ終了時点で2秒920のアドバンテージを築くことに成功。それに櫻山、冨江慧
のオーダーで続き、オープニングラップを帰ってくる。冨江が3周目にスロー走行。これにより、櫻山が単独2番手となる。3番手に浮上したのは福山京
太。その福山、久野、荒川、森本誠一朗らが激しく順位を入れ替えながら3番手の座を争う。
最後まで危なげない走りを披露した杉山が櫻山以降に9秒122ものアドバンテージを築き、見事ポールtoウィンを飾った。

インターJSB1000表彰式（優勝：杉山優輝、2位：櫻山茂昇、3位：久野光博）

インターJSB1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（5）
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レースレポート（5）
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■ナショナルST600
公式予選ではST600のデビューレースとなった堀絢仁が唯一の2分17秒台となる2分17秒285をマーク。それに竹本周平、笹之内英作と続いた。決

勝レースのクラッチミートでポールスタートの堀が何度かウィリー。トップに立ったのは2番グリッドからスタートした竹本だった。それに4番グリッド
スタートの末川扉が続く。堀は早々に3番手に順位を回復すると、オープニングラップで末川をパス。竹本、堀、末川のオーダーでオープニングラップ
を終える。堀は2周目に竹本をもパスしてトップに。しかしその堀が3周目に転倒。これにより、竹本が単独トップに。2番手となった末川が4周目のス
プーンカーブでオーバーランしたため、竹本にとってさらに有利な展開になる。ヘアピンで転倒したマシンがあったことにより、赤旗が出され、6周目
終了時点での順位でレースが成立。竹本の優勝が決まった。

ナショナルST600表彰式（優勝：竹本周平、2位：櫻拓斗、3位：末川扉）

ナショナルST600決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（6）
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レースレポート（6）
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■インターST1000
昨シーズンをランキング2位・3位で終えた片平亮輔と中堀拓己が公式予選でタイムアタック合戦を展開。片平の2分12秒660がトップタイムとなっ

た。決勝レースではその片平と2番グリッドからスタートした中堀が横並びの状態で1コーナーへ。中堀がホールショットを奪うと、その2台は集団を抜
け出すことに成功。中堀、片平はサイドbyサイドのバトルを展開しながら後続を引き離し続けたが、ジャンプスタートにより、中堀にライドスルーペナ
ルティが出される。3周目の二輪専用シケインで片平が転倒。それ以外にも転倒したマシンがあったことにより、赤旗が出される。リスタート後も中堀
がホールショットをゲット。それに片平が続く。片平がスプーンカーブでミスしたが、その片平が再び中堀に追いついてこれをパス。その2台はその後
も何度か順位を入れ替えたが、片平がポールtoウィンを決めた。

インターST1000表彰式（優勝：片平亮輔、2位：中堀拓己、3位：野島由晶）

インターST1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（7）

https://www.youtube.com/live/KNUsXtlSX28?si=c8Ba83X_nP0lmjz3&t=19652


レースレポート（7）
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■インターST600
公式予選では三上真矢がまず2分16秒328をマーク。三上は次のラップには2分15秒969を記録してタイムアップを果たすが、平城雄飛がそれを上

回る2分14秒498をマークしてポールポジションを獲得。2分14秒755をマークした中村敬司がそれに続いた。決勝レースでは4番グリッドからスター
トしたターナー健人が良い蹴り出しを見せる。そのターナー、平城、2番グリッドスタートの中村、3番グリッドスタートの三上の4台が後続を引き離して
トップグループを形成。中村がその中で積極的な走りを披露する。平城がトップで3周目を終了。その4台は周回ごとに順位を入れ替える激しいバトル
を展開する。中村が7周目のヘアピンで満を持してトップに。その後も4台はテールtoノーズの状態で走行を続ける。平城がファイナルラップのシケイ
ン進入で中村をパス。逆転で平城がトップチェッカーを受けた。

インターST600表彰式（優勝：平城雄飛、2位：中村敬司、3位：三上真矢）

インターST600決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（8）

https://www.youtube.com/live/KNUsXtlSX28?si=ilKLn5TBIsqeV9tK&t=24440
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■ナショナルST1000
「全戦ポールtoウィンを飾りたい」と話していた白岩直樹が2分14秒194をマーク。これは2番手以降を5秒ほども引き離すベストタイム、そしてそれ
までのレコードを1秒以上も上回るコースレコードタイムとなった。決勝レースでは3番グリッドからスタートした竹中淳雄が良いクラッチミートを披
露してホールショットをゲット。それに白岩が続く。白岩はすぐに竹中をパスしてトップに立つと、竹中以降を引き離しにかかる。竹中も単独2番手に。
そこから若干離れ、片岡亮太、古田浩、山口慎太郎、立秋幸治の4台が3番手グループを形成する。次第に片岡と古田が山口と立秋を引き離すことに成
功。山口、立秋が5番手争いを展開する。白岩はオープニングラップで竹中をパスして以降、圧倒的なペースで走行。結局、白岩が2位の竹中以降に24
秒748ものアドバンテージを築いてポールtoウィンを飾った。

ナショナルST1000表彰式（優勝：白岩直樹、2位：竹中淳雄、3位：片岡亮太）

ナショナルST1000決勝レースライブアーカイブ　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

レースレポート（9）

https://www.youtube.com/live/KNUsXtlSX28?si=HJRAYAEzERgO30sx&t=27760


レースレポート（9）

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/
2026鈴鹿サンデーロードレースの公式リザルト・ポイントランキング等の各種詳細情報は
鈴鹿サーキット公式webサイト専用ページにてご覧いただけます。

https://www.suzukacircuit.jp/sundayr/


この日、キラリと光ったライダーに一問一答
「Voice of Pick Up Rider」
鈴鹿サンデーロードレース、CBR250RR Dream Cupに
ステップアップし鈴鹿サンデーに初挑戦

高木 淳 選手
（Takeishi Technical Racing／Honda CBR250RR）

【ピックアップライダー／インタビュー（ダイジェスト版）】
Q:ファンランから転向、鈴鹿サンデーは今回が初参戦でした
「鈴鹿を走り始めた時は自分がどれだけチャレンジできるかわかりませんでした。ただ、タイムがだんだんと上ってきたり、"
ファンラン”に出たりするようになってからは次のステップとしてサンデーに参戦したいという気持ちが強くなりました」

Q:Over50ということですが、普段どのような練習をしていますか？
「私は50歳になってから鈴鹿を走るようになりました。フィジカルで劣るがためにバイクをコントロールできないということ
にはしたくないため、日頃からトレーニングを繰り返して身体を作ることを意識しています。また、休みの日にはできる限り
スポーツ走行に参加し、スキルを高めるようにしています」

Q:今回、実際に参加してみていかがでしたか？
「緊張したままでしたし、想像していた通りには全くことが進みませんでした。代表の武石伸也さんからアドバイスをいただ
き、一つ一つ課題を解決し、タイムに繋げていくことを意識していたのですが、決勝中にコースオフしました。しかし、そこで
転倒することなく無事最後まで走り切ることができたので、次のレースに繋げることができるかなと考えています」

Q:今後のレースはどのように戦いますか？
「自分がイメージした通りのレースができるよう、一つ一つ課題をクリアしていくのみです」

  「Voice of  Pick up Rider」のインタビュー動画が鈴鹿サーキット公式YouTubeチャンネルでご覧いただけるようになりました
  ライダーたちのよりディープでリアルな表情と声を是非御覧ください　※画像をクリックするとYouTubeライブに遷移します

https://youtu.be/Reve3Hsvobg?si=nZsOYNWaY9jJXj3g

